




要約:大都市および地方における周産期医療の現状の分析と PICU(周産期 ICU)、NICU(新生

児 ICU)の必要病床数を調査し、後方施設・病床のありかたについて検討した。さらに、

今後の地域周産期医療システムの整備の方向を検討し、分担研究班としての案を作成し、

この案を各地の周産期医療の現状とを比較し、実施上の問題点を検討した。この結果、今

後のわが国の周産期医療システムとしては、人口約 100 万を一つの周産期医療圏としてシ

ステムを確立し、地域の周産期医療施設が協力して医療を提供することが、現状の問題点

を解決する方策としても適切であると考えられた。


